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初
三
郎
創
案
の
横
に
長
い
折
り
畳
み
式

鉄
道
沿
線
案
内
名
所
図
絵
鳥
瞰
図
の
大
正

期
に
お
け
る
代
表
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
図
絵
は
関
東
平
野
を
囲い
に
ょ
う繞

す
る
富
士

山
を
大
き
く
描
き
、
武
甲
山
の
右
手
奥
に

怪
異
な
岩
峰
群
の
妙
義
山
と
噴
煙
の
浅
間

山
、
さ
ら
に
榛
名
山
腹
の
伊
香
保
温
泉
の

湯
煙
や
赤
城
山
へ
と
続
き
、
右
端
に
日
光

連
山
の
主
峰
・
男
体
山
を
配
置
し
て
い
る
。

　
広
々
と
し
た
平
野
部
に
は
、
四
方
に
延

び
る
赤
く
太
い
東
武
鉄
道
の
路
線
お
よ
び

破
線
の
予
定
線
が
複
雑
に
拡
張
し
て
い
る

の
で
、
ま
ず
鉄
道
史
に
言
及
し
て
み
る
と
、

明
治
三
十
年
十
一
月
一
日
設
立
。
二
年
後

に
初
路
線
と
な
る
伊
勢
崎
線
北
千
住
〜
久

喜
間
開
業
。
四
十
五
年
に
は
現
在
の
佐
野

線
を
運
営
し
て
い
た
佐
野
鉄
道
を
合
併
。

大
正
二
年
、
現
・
桐
生
線
の
太
田
軽
便
鉄

道
を
買
収
。
九
年
、
現
・
東
上
線
の
東
上

鉄
道
と
対
等
合
併
し
、
東
武
鉄
道
の
名
で

存
続
し
て
い
く
大
正
十
四
年
に
こ
の
図
絵

作
品
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

東
武
鉄
道
線
路
案
内

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京（都立大学）非常勤講師。日本国際地図学会常任委員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

連載─第❾回

東
武
鉄
道
沿
線
名
所
図
絵



『東武鉄道線路案内［東武鉄道沿線名所図絵］』
（大正14（1925）年 10月7日発行
京都の大正名所図絵社代表　大瀧新之助発行人
大正名所図絵社　印刷）
右頁／日光（下の全体図の右端部分）　
左頁／富士山（下の全体図の左端部分）
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た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
昭
和
二

年
買
収
の
伊
香
保
軌
道
線
（
三
十
一
年
廃

止
）
を
表
示
し
た
り
、
昭
和
四
年
十
月
一

日
に
全
通
し
た
日
光
線
を
予
定
線
に
入
れ
、

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
の
一
大
観
光

地
、日
光
東
照
宮
や
華
厳
滝
と
中
禅
寺
湖

を
立
体
絵
画
風
に
表
現
し
て
い
て
楽
し
い
。

　
こ
の
図
絵
に
は
な
い
が
、
昭
和
十
八
年

か
ら
十
九
年
に
か
け
て
は
、
戦
中
の
「
陸

上
交
通
事
業
調
整
法
」
に
よ
り
、
周
辺
の

小
規
模
な
下し
も
つ
け野
電
気
鉄
道
・
越お
ご
せ生
鉄
道
を

買
収
し
、
ま
た
総
武
鉄
道
を
合
併
、
近
鉄

に
次
ぐ
総
延
長
路
線
に
な
っ
て
い
く
、
大

東
武
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
よ
う
だ
。

　
た
だ
し
寄
居
〜
高
崎
間
、
上
板
橋
〜
西

新
井
間
の
路
線
構
想
は
実
現
し
て
い
な
い
。

　
浅
草
駅
に
始
ま
る
本
線
沿
線
に
は
、西
新

井
大
師
、牛
島
の
藤
、
館
林
つ
つ
じ
、田
沼

唐
沢
山
、
出
流
観
音
、
足
利
文
庫
、
太
田

の
金
龍
寺
、
新
田
神
社
な
ど
。
東
上
沿
線※

に
は
川
越
喜
多
院
、
吉
見
百
穴
、
岩
殿
山
、

箭
弓
神
社
な
ど
を
絵
的
に
表
現
し
て
い
て
、

途
中
下
車
の
誘
惑
に
駆
ら
れ
そ
う
な
ほ
ど

の
巧
み
な
案
内
図
で
あ
る
。

　
気
に
な
る
の
は
、
東
京
に
あ
っ
た
初
三

郎
経
営
の
大
正
名
所
図
絵
社
は
、
関
東
大

震
災
を
契
機
に
本
拠
地
を
犬
山
の
日
本
ラ

イ
ン
蘇
江
仮
画
室
に
移
し
た
大
正
十
二
年

九
月
以
降
、
会
社
名
義
を
大
瀧
新
之
助
に

譲
渡
し
、
自
ら
は
観
光
社
を
興
し
て
い
な

が
ら
関
連
社
か
ら
の
出
版
で
あ
る
こ
と
だ
。

※藤本一美『東上沿線から見える山々』
（11枚の沿線車窓展望図入り 東上線開業 75周年出版 東武鉄道㈱東上業務部営業課発行 1989 年 9月）参照。 
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設
立
：
明
治
30
（
１
８
９
７
）
年
11
月
１
日

本
社
：
東
京
都
墨
田
区
押
上
１
丁
目
１
番
２
号 １都４県に総営業キロ数 463.3㎞の鉄

道路線と 205 の駅を有している。浅
草を起点として埼玉県東部を通り、栃
木県、群馬県、千葉県に広がる本線は、
伊勢崎線、日光線、および野田線の三
つの幹線とその支線からなり、池袋を
起点とする東上線は埼玉県の中央を西
北に伸びる。東武鉄道と東武鉄道指定
の 99 社で構成される東武グループで
は「お客様に安心を 地域に新たな輝き
を」もたらす企業集団を目指し、住宅・
流通・レジャー・交通の各分野で安全
安心な商品・サービスの提供に取り組
んでいる。

お客様に安心を
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東武鉄道株式会社 路線図


